
な
ど
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。
中
華
王
朝
と
し
て

強
く
自
己
規
定
を
し
、
北
の｢

索
虜｣

に
挑
み
続

け
た
東
晋
南
朝
の｢

北
伐
詔｣

も
、
中
華
半
璧
の

地
の
占
拠
と
い
う
「
実
害
」
に
非
を
鳴
ら
す
こ
と

が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は｢

中
華
の
武
力｣

が
「
華
夷
間
の
一
方

通
行
的
な
非
対
称
性
」
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と

と
、
草
原
世
界
と
中
華
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス

と
い
う
現
実
と
の
乖
離
が
生
ん
だ
必
然
の
帰
結
と

も
言
い
得
る
。

　

七
世
紀
、
高
宗
の
時
代
に｢

最
大
領
域｣
を
実

現
し
た
直
後
か
ら
、
吐
蕃
・
突
厥
・
新
羅
の
反
転

攻
勢
に
さ
ら
さ
れ
始
め
た
唐
は
、
中
宗
や
玄
宗
が

｢

中
華
の
武
力｣

を
一
方
で
ち
ら
つ
か
せ
つ
つ
、

他
方
で
は
「
盟
約
」
に
よ
る
外
交
的
着
地
の
チ
ャ

ネ
ル
を
も
併
用
し
て
、
対
外
関
係
を
切
り
盛
り
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
経
験
が
唐
の
中
後
期
、
さ
ら
に
は
五
代
両

宋
期
に
も
受
け
継
が
れ
、
い
わ
ゆ
る｢

澶
淵
体

制｣
｢

多
国
体
制｣

の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
二
世
紀
、
金
の
海
陵
王
に
よ
る
侵
攻
を
承
け
、

南
宋
が
発
出
し
た
征
討
詔
で
は｢

金
に
よ
る
盟
約

違
反｣

が
大
義
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
盟
約

と
い
う
異
夢
同
床
の
土
俵
上
で
外
形
的
な
対
称
性

を
い
っ
た
ん
確
認
し
た
こ
と
が
、
武
力
行
使
の
根

拠
を
南
宋
に
提
供
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
、

南
宋
の
思
想
界
で
は
攘
夷
を
掲
げ
、｢

中
華
の
武

力｣

の
あ
る
べ
き
姿
を
論
じ
る
傾
向
が
強
く
生
ま

れ
て
い
た
。

　

「
盟
約
」
の
対
称
性
と
「
華
夷
」
の
非
対
称
性

の
乖
離
と
不
調
和
は
、
そ
の
後
も
長
く
国
際
関
係

の
展
開
に
影
を
落
と
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
〇
二
四
年
度
史
学
研
究
会
総
会
・
大
会
の
記
録

　

二
〇
二
四
年
度
史
学
研
究
会
総
会
は
、
一
一
月

二
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
、
大
会
は
続

い
て
二
時
よ
り
、
京
都
大
学
文
学
部
第
三
講
義
室

で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
中
砂
明
徳
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
有
坂
道
子
氏
の
進
行
の

下
、
庶
務
・
編
集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報

告
・
提
案
と
審
議
が
な
さ
れ
た
。

　

庶
務
（
塩
出
浩
之
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
ま
ず
、

役
員
の
交
替
お
よ
び
会
員
数
と
『
史
林
』
販
売
部

数
の
動
向
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
来
年
度
の
例
会
に
つ
い
て
、
共
通
テ
ー
マ

を
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
、
二
〇
二
五
年
四
月

一
九
日
（
土
）
に
京
都
大
学
文
学
部
第
三
講
義
室

を
会
場
と
し
て
行
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
史
学
研
究
会
会
則
第
二
条
「
本

会
の
事
務
所
を
…
」
に
つ
い
て
、「
本
会
の
所
在

地
お
よ
び
事
務
所
を
…
」
と
改
正
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
、
原
案
通
り
決
議
さ
れ
た
。
な
お
、
二
〇

二
六
年
度
以
降
の
大
会
に
つ
い
て
、
一
一
月
二
日

が
平
日
の
場
合
は
休
日
に
開
催
す
る
方
向
で
検
討

し
、
次
年
度
の
総
会
に
諮
る
計
画
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

編
集
（
金
澤
周
作
常
務
理
事
）
か
ら
は
、『
史

林
』
の
刊
行
・
編
集
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
以
前
に
評
議
員
か
ら
、

『
史
林
』
へ
の
英
語
論
文
の
掲
載
や
、『
史
林
』

の
年
間
発
行
回
数
の
見
直
し
に
つ
い
て
提
案
が
あ

っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

会
計
（
磯
貝
健
一
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

二
三
年
度
決
算
と
二
〇
二
四
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

広
報
（
喜
多
千
草
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
広
報
活
動
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

大
会
は
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
で
、
次
の
二
つ
の
公
開
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
　

吉
川
真
司
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

「
古
代
的
誓
約
か
ら
起
請
文
へ
」
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�

司
会
：
上
島
享
氏

　
　

丸
橋
充
拓
氏
（
島
根
大
学
）

　

「
中
華
の
武
力
─
そ
の
制
度
化
と
思
想
─
」

�

司
会
：
中
砂
明
徳
氏

　

講
演
内
容
は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。

�
（
文
責　

塩
出
浩
之
）

史
学
研
究
会
会
則

�

（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
日
改
正
）

第
一
条　

本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条　

本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条　

本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条　

本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

1
．
総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

　
　

2
．
会
誌
『
史
林
』
等
の
発
行

第
五
条　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　

理
事
長
一
名
、
理
事
一
五
名
以
上
三
五
名
以
内

（
内
常
務
理
事
四
名
）、
監
事
二
名
、
評
議
員

四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

第
六
条　

役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

括
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

招
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務

を
処
理
す
る
。
と
く
に
常
務
理
事
は
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
事
務
を
担
当
す
る
。

監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条　

委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
編

集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
条　

役
員
の
任
期
は
、
委
員
（
任
期
一
年
）

を
除
き
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
さ
ま

た
げ
な
い
。

第
九
条　

本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
次
の

2
種
類
と
す
る
。

　

1
．
正
会
員　

2
．
学
生
会
員

第
十
条　

会
員
は
会
誌
『
史
林
』
の
配
布
を
受
け
、

か
つ
こ
れ
に
投
稿
し
、
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条　

会
員
は
、
退
会
届
を
事
務
局
に
提
出

し
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

会
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
1
）
本
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
会
員
で
あ
る

団
体
が
消
滅
し
た
時

（
2
）
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

第
十
二
条　

会
員
は
、
所
定
の
会
費
一
年
分
を
前

納
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
の
納
入
を
二
年
分

怠
っ
た
時
、
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
。
さ

ら
に
一
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
、

会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

第
十
三
条　

会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

し
な
い
。
た
だ
し
一
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

い
る
場
合
に
は
、
一
年
分
を
超
え
る
部
分
を
返

還
す
る
。

第
十
四
条　

毎
年
秋
季
に
大
会
を
開
き
、
ま
た
適

宜
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を

定
め
る
。

第
十
五
条　

毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
、

会
務
の
報
告
を
行
な
い
、
承
認
を
受
け
る
。

第
十
六
条　

本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及

び
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す
る
。
会
費
は
誌
代
を

以
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
十
七
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
に
始
ま
り
、

翌
年
三
月
に
終
わ
る
。

附　

則　

本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

但
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動

に
基
づ
く
会
費
金
額
の
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ

を
行
う
。
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